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1. はじめに 

近年，急速な技術の発達により，私たちの生活の中には

膨大な情報が存在している．そのため，そこから求める情

報を取得するには多大な時間と労力が必要である．その解

決方法として，本稿では表を用いて文章を整理する手法を

提案する．表は，人名や地域などを見出しとする項目と，

各項目に分類された語によって表現される．そのため表の

生成には適切な項目の取得が必要であると考える．そこで，

文章に適した項目を自動で生成することで，表を用いて文

章を整理するシステム(以後，表生成システム)を構築する． 

2. 研究概要 

表生成システムはまず入力した文章から一文ごとに自立

語を取得する．自立語から見出しとなる項目を生成する．

その後，生成した項目に自立語を格納する．すべての自立

語から項目を決定し，自立語を格納することで表を生成す

る（表 1）．表生成後，格納されている自立語の移動や項

目の統合を行い，表を再生成する． 

 
表 1 文章より自動生成した表 

時刻 人物 場所 スポーツ ゲーム 動詞 

昨夜 私 球場 野球  した 

先週 男 会社   刺された 

去年  会社  麻雀 開かれた 

一昨年 彼  サッカー  勝利した 

 

3. 表生成システム 

表生成システムの流れを図 1に示す． 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1  表生成システムの流れ 

 

3.1. 入力された文章から自立語と品詞名の取得 
 まずユーザが整理したい文章を入力する．入力する文章

は分野を問わず，複数文の入力が可能である．入力された

文章を一文ごとに茶筅[1]を用いて形態素解析を行い，自立

語とその品詞名を取得する．シソーラス[2]には一般名詞の

意味的用法を表す 2710 個の意味属性(ノード)の上位－下位

関係，全体－部分関係が木構造で示されており，約 13 万

語が登録されている． 

文の意味は，主に名詞と動詞，形容詞から理解が可能で

あると考え，表生成システムでは品詞が「名詞」，「動

詞」，「形容詞」と判断された自立語のみを取得する．こ

のとき，「携帯-電話」や「電子-辞書」など名詞と判断さ

れる自立語が連続していた場合は，それらを複合語と判断

して一つの名詞とする．また，「大きい山」や「美しい顔」

など形容詞の次の自立語が名詞または動詞と判断された場

合，その形容詞は修飾語であると考え，複合語として判断

する．複合語と判断された場合は，語尾の自立語の品詞を

複合語の品詞とする．たとえば「大きい山」という複合語

の場合，「山」が名詞であるため，「大きい山」は名詞と

判断する． 

 
3.2. 項目の生成と自立語の格納 
取得した自立語の品詞名が動詞であれば「動詞」項目を

生成し，形容詞であれば「その他」項目を生成する．取得

した品詞名が名詞の場合，その自立語を格納する項目を判

断する．品詞が名詞の場合の項目決定の流れを図 2 に示す．  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 表の項目決定の流れ 

 

図 2 より，自立語の品詞が名詞と判断された場合の項目

生成方法を述べる．まず自立語が時間を表す語であるかを

時間判断システム[3]を用いて判断する．時間判断システム

とは入力された語が時間を表しているか判断し，時間を表

 

†同志社大学大学院工学研究科 
Graduate School of Engineering, Doshisha University 
‡同志社大学理工学部 
Faculty of Science and Technology, Doshisha University 

文の入力 

一文から自立語の抽出 

項目の決定と格納 

表出力 

ユーザによる指定 

表を改変し，再出力 

文の入力 

 

自立語の品詞が名詞か 

「その他」項目生成 

「一つ上のノード名」項目 

「場所」項目生成 

「時刻」項目生成 

「職業」項目生成 

「人物」項目生成 

「地域」項目生成 

自立語は時間を表す語か 

自立語は職業を表す語か 

自立語は人名を表す語か 

自立語は場所を表す語か 地域を表す語か 

上位ノードが存在するか 

No 

Yes 

整理したい文章を入力 

入力された文章から一文を取得 

自立語と品詞名の取得 

項目の取得と自立語の格納 

表出力 

ユーザの要求により表を再生成 

FIT2011（第 10 回情報科学技術フォーラム）

Copyright © 2011 by Information Processing Society of Japan and
The Instiute of Electronics, Information and Communication Engineers
All rights reserved.

 207

E-006

(第2分冊)



している場合はその語がいつ始まりいつ終わるかが出力さ

れるシステムである．自立語が時間を表す語である場合は

「時刻」項目を生成する．項目を生成しない場合は茶筅を

用いて，自立語が職業を表す語であるか，または人名を表

す語であるか判断する．自立語が職業を表す語である場合

は「職業」項目を生成し，人名を表す語であれば「人物」

項目を生成する．項目を生成しない場合は，場所判断シス

テム[4]を用いて自立語が場所を表す語であるか判断する．

場所判断システムとは入力された語が場所を表しているか

判断し，そこに存在する人や物，そこで行う目的が出力さ

れるシステムである．自立語が場所を表す語であると判断

された場合は，茶筅を用いて地名を表す語であるか判断す

る．地名を表す語である場合は「地域」項目を，地域を表

す語でない場合は「場所」項目を生成する．場所を表す語

でない場合は，シソーラスを用いて上位ノードを項目名と

して取得する．上位ノードが取得できない場合は，「その

他」項目を生成する．自立語から項目を生成した場合，項

目に自立語を格納し，別の自立語の項目を判断する．シス

テムが入力した文章のすべての自立語から項目を決定した

場合は表を生成する． 

4. 表の再生成 

 生成した表よりユーザの要求に対応した表に再生成する． 

4.1. 項目または格納されている自立語の移動 
 生成した表より，ユーザが表の項目や格納されている自

立語を指定した場合，指定した項目または自立語を表の最

も左上に移動して表を再生成する．例を表 2 に示す． 

表 1 より，ユーザが「会社」を指定した場合，「会社」

を表の最も左上に移動して表を再生成する（表 2）． 

 

表 2 ユーザの指定に対応し，再生成した表 
場所 時刻 人物 スポーツ ゲーム 動詞 

会社 先週 男   刺された 

会社 去年   麻雀 開かれた 

球場 昨夜 私 野球  した 

 一昨年 彼 サッカー  勝利した 

 

 表 2より，会社を最も左上に移動することで，ユーザは

会社で起きた文の取得が容易になると考える． 

 

4.2. 項目の統合 
ユーザが項目の統合を求める場合，シソーラスによりす

べての項目の上位ノードを取得し，共通する上位ノードを

持つ項目同士を統合する．その後，共通の上位ノードを項

目として表を再生成する．例を表 3 に示す．表 3 は表 1 よ

り，項目の統合を行い再生成した表である．「ゲーム」と

「スポーツ」の項目は，上位ノードに共通して「娯楽」が

存在するため，新たに「娯楽」項目として統合し，再生成

した表である． 
 

表 3 表 1より，項目を統合して再生成した表 
時刻 人物 場所 娯楽 動詞 

昨夜 私 球場 野球 した 

先週 男 会社  刺された 

去年  会社 麻雀 開かれた 

一昨年 彼  サッカー 勝利した 

項目を統合することで，表が縮小化され，文章の整理が

可能となると考える． 

5. 表生成システムの評価 

入力する文章は毎日新聞および朝日新聞のニュースサイ

トから，歴史，経済，スポーツ，生活，事件に関する文を

100 文ずつ取得した．取得した文から表生成システムを用

いて表を生成し，3 人にアンケートを行い，評価した．評

価内容は，生成された項目が正しいか，および自立語は適

切な項目に格納されているについて評価を行った．評価は，

3 人中 3 人が正解の場合は「○」，3 人中 2 人が正解の場合

は「△」，正解と評価した物が 3 人中 2 人未満の場合は

「×」とした．△は 3 人中 2 人が正解と判断した評価であ

るため，精度は△の割合に 2/3 倍した値に○の割合を加算

した値を精度とする．評価結果を表 4,5に示す． 

 

表 4 生成された項目の精度 

評価 割合 

○ 51.9% 

△ 25.4% 

× 22.7% 

 

表 5 格納された自立語の精度 

評価 割合 

○ 47.3% 

△ 10.1% 

× 42.6% 

 

表 4 より，生成された項目が正しいかについての割合は

○が 51.9%，△が 25.4%であった．よって△の割合に 2/3

倍した値 16.9%に○の割合を加算すると，精度は 68.8%を

得た． 

また，表 5 より，格納された自立語の割合は○が 47.3%，

△が 10.1%であった．よって精度は 54.0%を得た． 

6. おわりに 

本稿では，膨大な文章から表を用いて整理を行うための

表自動生成手法を提案した．そして表生成システムの評価

は，自動で生成された項目の正しさと，格納されている自

立語の正しさについて行った．その結果，項目の自動生成

についての精度は 68.8%，格納されている自立語の精度は

54.0%を得ることができた．  
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